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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明

当第 3四半期連結累計期間（平成 27 年 4 月 1日～平成 27 年 12 月 31 日）におけるわが国経

済は、円安、原油安の恩恵を受けた一部輸出型産業においては比較的好調に推移しましたが、

その他多くの産業では、中国、新興国などの海外経済の減速に加え、原油をはじめとする資源

安の影響を受け苦戦を強いられています。当社の薬品事業の売上、利益に大きく影響する主要

原材料である非鉄金属相場も下落が続いており、また中国経済後退に伴う影響が直接・間接的

に顕在化しております。 

このような状況のもと、当社グループは、薬品・建材事業ともに新製品や新規用途開発品を

中心とした販売・生産数量の確保・拡大、新規ユーザーの開拓、価格競争力を増すための低コ

スト体質強化に取り組むとともに、海外（タイ）子会社においては主力ユーザーの事業撤退に

直面したネクサス・エレケミック社の早期立て直し、サイアム・エヌケーエス社における新製

品の安定生産・販路拡大・更なる追加品目としての新製品の立上げ、実績化に努め、国内にお

いては福島第一工場における二次電池用正極材受託加工の本格稼働、増産への迅速な対応に尽

力してまいりました。しかしながら、国内需要低迷に加え、ネクサス・エレケミック社をはじ

めとして当社グループを取り巻く事業環境は依然として厳しく、結果として、当第3四半期連

結累計期間の当社グループ全体の売上高は、前年同四半期比で689百万円4.7％減の13,914百万

円、営業利益が前年同四半期比243百万円17.2％減の1,172百万円、経常利益が前年同四半期比

274百万円17.3％減の1,310百万円となり、親会社株主に帰属する四半期純利益も、東京電力か

らの逸失利益と除染費用の補償金181百万円、投資有価証券売却益67百万円を特別利益に計上

したものの、ネクサス・エレケミック社の第2四半期における減損損失61百万円およびリスト

ラに伴う特別退職金18百万円を特別損失に計上したこともあり、前年同四半期比64百万円6.

5％減の940百万円となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりとなります。 

[薬品事業] 

主力の薬品事業は、国内においては、納入先の複数購買化、生産拠点の海外シフトおよび中

国経済減速の影響等により販売数量が伸び悩み、また非鉄金属相場低落による販売単価が下落

したことにより売上高が減少し、海外においては、サイアム・エヌケーエス社における更なる

新製品である車載用関連製品 2品目が実績化され、売上、利益とも増加したものの、ネクサス・

エレケミック社および国内の低下を補いきれず、売上高は前年同四半期比 541 百万円 4.5％減

の 11,581 百万円となりました。 

利益面では、国内においては、福島第一工場における二次電池用正極材受託加工が本格稼働

したことにより固定費負担が一部軽減されたものの、生産数量全体の伸び悩みに加え、非鉄金

属相場低落による採算低下から大幅減となり、海外においても、ネクサス・エレケミック社が

パソコン関連需要の低迷下での主力ユーザーの事業撤退等により、第2四半期において減損処

理を行い、加えてリストラ等の対応を行ったものの営業損失の状況から脱却できず、薬品事業

全体の営業利益は前年同四半期比160百万円15.4％減の881百万円となりました。 

[建材事業] 

消費税増税前の駆け込み需要の反動減の影響で、当社の主要納入先であるハウスメーカーの

受注額も前年同月比で横ばい、微減が続いており、当社の住宅関係の主力製品である防火通気

見切り縁や、新製品が伸び悩み、売上高は前年同四半期比148百万円6.0％減の2,333百万円と

なり、利益面でも、前述のように採算面で影響の大きい主力製品の防火通気見切り縁の減少等

により、営業利益は前年同四半期比76百万円10.8％減の628百万円となりました。 

(2) 財政状態に関する説明 

当第3四半期連結会計期間末における流動資産は、棚卸資産、売上債権が減少したものの、現

金および預金が増加したことにより、前連結会計年度末比518百万円増の21,586百万円となりま
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した。固定資産は、有形固定資産が既存設備の減価償却が進んだことにより前連結会計年度末

比434百万円減の5,387百万円となり、投資その他の資産では投資有価証券が株価下落に伴い減

少したことにより前連結会計年度末比184百万円減の7,134百万円となったことから、固定資産

全体でも前連結会計年度末比629百万円減の12,572百万円となりました。この結果、総資産は、

前連結会計年度末に比べ110百万円減の34,158百万円となりました。一方、負債は、流動負債が

前連結会計年度末比21百万円減の4,287百万円となり、固定負債も前連結会計年度末比106百万

円減の1,081百万円となったため、全体で前連結会計年度末比128百万円減の5,369百万円となり

ました。純資産は、その他有価証券評価差額金等が減少したものの利益剰余金が582百万円増加

したことにより、前連結会計年度末比17百万円増の28,788百万円となり、その結果、自己資本

比率は前連結会計年度末の84.0％から84.3％となりました。 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 28 年 3月期の業績予想につきましては、当第 3四半期連結累計期間の業績および第 4 四

半期の事業環境等を考慮し、前回発表（平成 27 年 11 月 6 日）の業績予想を修正しております。 

前回の発表以降、薬品事業においては、海外子会社の業績は新製品の実績化により大きく改

善し、国内薬品においても、福島第一工場における二次電池用正極材受託加工が本格稼働し増

産に向けての対応も想定通りに推移したものの、その他国内薬品の業績が国内需要の低迷に加

え非鉄金属相場の低落により売上・利益とも低下し、建材事業においても、主力製品の販路拡

大および新製品の実績化が想定通りに推移せず、第 3 四半期の業績が低迷したことおよび第 4 

四半期の事業環境も、その影響が継続することが予想されることから業績予想を修正いたしま

した。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年9月13日）、「連結財務諸表

に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年9月13日）及び「事業分離等に関する会計

基準」（企業会計基準第7号 平成25年9月13日）等を、第1四半期連結会計期間から適用し、四

半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行ってお

ります。当該表示の変更を反映させるため、前第3四半期連結累計期間及び前連結会計年度に

ついては、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,714,968 12,172,818

受取手形及び売掛金 6,408,936 6,101,633

商品及び製品 1,242,297 810,017

仕掛品 1,064,955 1,082,587

原材料及び貯蔵品 1,375,396 1,172,530

繰延税金資産 169,169 169,776

その他 93,252 78,413

貸倒引当金 △1,750 △1,700

流動資産合計 21,067,226 21,586,077

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 2,114,141 1,792,691

その他（純額） 3,708,202 3,594,735

有形固定資産合計 5,822,344 5,387,427

無形固定資産 60,770 50,536

投資その他の資産

投資有価証券 3,896,489 3,563,931

繰延税金資産 5,816 50

その他 3,418,041 3,572,126

貸倒引当金 △1,570 △1,570

投資その他の資産合計 7,318,778 7,134,539

固定資産合計 13,201,892 12,572,503

資産合計 34,269,118 34,158,580

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,317,031 2,217,765

短期借入金 535,614 874,800

未払法人税等 287,265 207,470

賞与引当金 315,000 150,895

役員賞与引当金 20,000 18,750

債務保証損失引当金 8,673 -

その他 825,863 818,045

流動負債合計 4,309,447 4,287,726

固定負債

繰延税金負債 732,325 630,872

環境対策引当金 9,532 9,532

退職給付に係る負債 258,085 260,213

資産除去債務 115,412 117,370

その他 72,878 63,954

固定負債合計 1,188,234 1,081,943

負債合計 5,497,682 5,369,669
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,034,000 1,034,000

資本剰余金 607,788 613,573

利益剰余金 25,637,354 26,220,150

自己株式 △285,205 △461,805

株主資本合計 26,993,937 27,405,918

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,259,075 1,064,671

為替換算調整勘定 479,877 284,637

退職給付に係る調整累計額 38,545 33,682

その他の包括利益累計額合計 1,777,499 1,382,992

純資産合計 28,771,436 28,788,911

負債純資産合計 34,269,118 34,158,580
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 14,603,827 13,914,491

売上原価 11,356,680 10,938,082

売上総利益 3,247,147 2,976,409

販売費及び一般管理費 1,830,930 1,804,022

営業利益 1,416,216 1,172,387

営業外収益

受取利息 17,000 17,479

受取配当金 51,778 65,195

不動産賃貸料 21,017 42,836

その他 106,257 55,989

営業外収益合計 196,053 181,501

営業外費用

支払利息 10,776 8,561

売上割引 9,127 8,200

賃貸収入原価 7,466 25,354

その他 340 1,324

営業外費用合計 27,711 43,440

経常利益 1,584,558 1,310,447

特別利益

固定資産売却益 1,157 32

投資有価証券売却益 0 67,038

受取補償金 - 181,865

特別利益合計 1,157 248,936

特別損失

固定資産除却損 9,718 13,358

減損損失 - 61,355

特別退職金 - 18,039

特別損失合計 9,718 92,752

税金等調整前四半期純利益 1,575,998 1,466,631

法人税等 570,269 525,858

四半期純利益 1,005,728 940,773

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,005,728 940,773
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 1,005,728 940,773

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 591,307 △194,403

為替換算調整勘定 128,261 △195,240

退職給付に係る調整額 1,965 △4,863

その他の包括利益合計 721,534 △394,506

四半期包括利益 1,727,262 546,266

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,727,262 546,266

非支配株主に係る四半期包括利益 - －
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(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

 該当事項はありません。 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

該当事項はありません。 

(セグメント情報等) 

Ⅰ 前第3四半期連結累計期間（自 平成26年4月1日 至 平成26年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

   （単位：千円) 

報告セグメント 
調整額 

(注)1 

四半期連結損益

計算書計上額

(注)2 薬品事業 建材事業 計 

売上高 
(1) 外部顧客に対する売上高             
(2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 

12,122,638

－

2,481,189

－

14,603,827

－

－ 

－ 

14,603,827

－

計 12,122,638 2,481,189 14,603,827 － 14,603,827

セグメント利益 1,042,447 705,181 1,747,629 △331,412 1,416,216

（注）1.セグメント利益の調整額△331,412千円は、報告セグメントに帰属しない提出会社本社での総務部等管理部門に 

係る費用であります。 

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 

Ⅱ 当第3四半期連結累計期間（自 平成27年4月1日 至 平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

   （単位：千円) 

報告セグメント 
調整額 

(注)1 

四半期連結損益

計算書計上額

(注)2 薬品事業 建材事業 計 

売上高 
(1) 外部顧客に対する売上高             
(2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 

11,581,307

－

2,333,184

－

13,914,491

－

－ 

－ 

13,914,491

－

計 11,581,307 2,333,184 13,914,491 － 13,914,491

セグメント利益 881,859 628,798 1,510,658 △338,271 1,172,387

（注）1.セグメント利益の調整額△338,271千円は、報告セグメントに帰属しない提出会社本社での総務部等管理部門に 

係る費用であります。 

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（単位：千円)

報告セグメント 

調整額 合計 
薬品事業 建材事業 計 

減損損失 61,355 － 61,355 － 61,355
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